
第１回分科会 

工場見学の様子(いずみ染工株式会社) 

  

本
年
度
は
地
域
委
員
会
を
３
回
、
分
科

会
を
３
回
開
催
し
、｢

新
た
な
ま
ち
づ
く
り

体
制｣

や｢

織
物
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り｣

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

詳
し
い
地
域
委
員
会
の
内
容
は
、
長
岡

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の｢

栃
尾
地
域
委
員
会｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ■
第
１
回
地
域
委
員
会 

【
開
催
日
】
令
和
４
年
６
月
２
日 

【
議 

題
】 

①
令
和
４
年
度
栃
尾
支
所
主
要
事
業
に 

  

つ
い
て 

②
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
体
制
に
つ
い
て 

③
栃
尾
公
民
館
に
つ
い
て 

④
栃
尾
地
域
の
公
共
交
通
に
つ
い
て 

⑤
栃
尾
地
域
交
流
拠
点
施
設
オ
ー
プ
ニ 

  

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

①
～
⑤
に
つ
い
て
担
当
主
管
課
が
説

明
し
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

 

■
第
１
回
分
科
会 

【
開
催
日
】
令
和
４
年
６
月
24
日 

【
議 

題
】 

栃
尾
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
織
物 

を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
検
討
す
る
た
め
、
栃
尾
地
域
内
の
繊

維
関
係
企
業
３
社
を
視
察
し
ま
し
た
。 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 

栃
尾
地
域
に
あ
る
繊
維
関
係
企
業
の

担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
工
場

を
見
学
し
、
そ
の
後
質
疑
応
答
を
行
い

ま
し
た
。 

 
 

          

■
第
２
回
分
科
会 

【
開
催
日
】
令
和
４
年
７
月
26
日 

【
議 

題
】 

①
分
科
会
で
の
検
討
に
つ
い
て 

・
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

・
ア
イ
デ
ア
出
し
の
取
り
ま
と
め
に
つ 

い
て 

②
栃
尾
地
域
に
お
け
る
織
物
産
業
の
歴 

史
に
つ
い
て 

③｢

貴
渡
神
社(

栃
堀
区)｣｢

巣
守
神
社 

(

北
荷
頃
区)｣
現
地
視
察 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

①
、
②
に
つ
い
て
説
明
し
質
疑
応
答 

 

を
行
い
ま
し
た
。
③
に
つ
い
て
現
地
へ

行
き
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

 
 

昨
年
度
ま
と
め
た
ア
イ
デ
ア
に
、
第

１
回
分
科
会
及
び
第
２
回
分
科
会
を

終
え
て
、
追
加
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、

次
回
の
分
科
会
で
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

           

■
第
３
回
分
科
会 

【
開
催
日
】
令
和
４
年
９
月
27
日 

【
議 

題
】 

 
 

織
物
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
の
た
め
の
意
見
交
換 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

各
委
員
が
出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
ま
と 

め
た
資
料
を
基
に
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。 

 

■
第
２
回
地
域
委
員
会 

【
開
催
日
】
令
和
４
年
12
月
23
日 

【
議 

題
】 

 

①
織
物
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ 

い
て 

 

②
栃
尾
地
域
委
員
会
の
開
催
状
況
（
活

動
実
績
）
に
つ
い
て 

③
支
所
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
体
制
に
つ

い
て 

④
上
塩
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て 

⑤
栃
尾
地
域
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
実
証
運
行
に
つ
い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

①
に
つ
い
て
分
科
会
で
の
協
議
結
果

を
ま
と
め
ま
し
た
。 

②
～
⑤
に
つ
い
て
担
当
主
管
課
が
説

明
し
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

           

■
第
３
回
地
域
委
員
会 

【
開
催
日
】
令
和
５
年
３
月
１
日 

【
議 

題
】 

 

①
令
和
５
年
度
栃
尾
地
域
地
域
の
宝
磨

き
上
げ
事
業
に
つ
い
て 

 

②
栃
尾
地
域
委
員
会
活
動
実
績
報
告
書

に
つ
い
て 

【
審
議
結
果
の
概
要
】 

 
 

①
に
つ
い
て
担
当
主
管
課
が
説
明
し

質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

②
に
つ
い
て
担
当
主
管
課
が
説
明
後
、

と
ち
お
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
へ

引
き
渡
し
ま
し
た
。 

 

 

栃
尾
地
域
委
員
会
報
告

第２回分科会 

現地視察の様子(貴渡神社) 

第２回地域委員会の様子 

本
年
度
で
第
９
期
地
域
委
員
の
任
期

が
満
了
す
る
と
と
も
に
、
栃
尾
地
域
委
員

会
も
終
了
と
な
り
ま
す
。 

新
年
度
か
ら
と
ち
お
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
と
市
（
支
所
）
が
一
体
と
な
っ
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

(

裏
面
参
照) 

令和５年３月31日発行 

発行／編集 栃尾支所地域振興課 〒940-0298 長岡市金町2丁目1番5号  電話：0258-52-5815 FAX：0258-52-3990 

E-mail：tco-chiiki@city.nagaoka.lg.jp URL：https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shisei/cate02/info_tc/ 

支所からのおしらせ  特別号
№１９６ 



 
とちお支所からのおしらせ 特別号 令和５年３月 31日発行

                               

                                

  

 

地
域
委
員
会
で
選
定
し
た
、
栃
尾
地
域
の

宝｢

上
杉
謙
信
公
旗
揚
げ
の
地｣

を
磨
き
上
げ
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
伝
承
と
地
域
へ
の
誇
り
の

醸
成
を
目
的
に
、
次
の
各
団
体
の
事
業
を
支

援
し
ま
す
。 

 

○
旗
揚
げ
の
地 

環
境
整
備
事
業 

 

城
山
登
山
道
の
草
刈
り
実
施
や
、
イ
ベ
ン

ト･

講
演
会
を
開
催
し
、
城
山
の
魅
力
の
ア

ッ
プ
を
図
り
ま
す
。 

○
旗
揚
げ
の
地 

歴
史
伝
承
事
業 

 

地
域
歴
史
探
訪
ツ
ア
ー･

市
民
歴
史
学
習

会
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
を

増
や
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
ま
す
。 

○
旗
揚
げ
の
地 

磨
き
上
げ
Ｐ
Ｒ
事
業 

 

小
学
生
か
ら
高
校
生
な
ど
を
中
心
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
へ
の
誇

り
と
郷
土
愛
を
育
み
、
次
世
代
へ
の
継
承
を

図
り
ま
す
。 

○
子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業 

子
育
て
に
つ
い
て
の
講
演
会･

意
見
交
換

会
を
実
施
し
、
子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。 

○
ト
チ
オ
ノ
ア
カ
リ
事
業 

 

子
ど
も
た
ち
も
参
加
す
る
ト
チ
オ
ノ
ア

カ
リ
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
交
流
人
口
の
拡
大

と
地
域
愛
を
醸
成
し
ま
す
。 

○
刈
谷
田
川
を
活
用
し
た
賑
わ
い
創
出
事

業 

 

川
遊
び
や
自
然
学
習
が
で
き
る
期
間
を

設
定
す
る
こ
と
で
、
刈
谷
田
川
の
豊
か
な
自

然
を
Ｐ
Ｒ
し
、
交
流
人
口
拡
大
に
繋
げ
ま
す
。 

○
歴
史
文
化
交
流
広
域
連
携
事
業 

 

古
式
鉄
砲
隊
と
交
流
地
域
と
の
交
流
の

歴
史
講
演
会
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、

次
世
代
へ
の
継
承
と
交
流
人
口
の
拡
大
を

図
り
ま
す
。 

○
杜
々
の
森
環
境
整
備
事
業 

環
境
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
を
住
民
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
地
域
資
源
で
あ
る

杜
々
の
森
名
水
公
園
へ
の
愛
着
を
深
め
ま

す
。 

○
道
院
高
原
魅
力
再
発
見
事
業 

 

地
域
資
源
マ
ッ
プ
の
作
成
や
自
然
を
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
及
び
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。 

         
令
和
５
年
度
実
施
予
定 

地
域
の
宝
磨
き
上
げ
事
業

栃尾地域委員会が令和４年度末をもって役割を終えます。今後はとちおコミュニティ

協議会と市（支所）が一体となり、さらに地域の各団体と連携してまちづくりに取り組

みます。 

各組織が連携し、多様化する地域課題の解決や地域全体の活性化に取り組むことで、

地域の魅力発信や住民が安全・安心に住み続けられる地域づくりを推進します。 

ｺﾐｭﾆﾃｨ 

協議会 

コミュニティ協議会と市（支所）が

一体でまちづくりを進め、地域の各

団体と連携して地域課題解決・活性

化等を促進 

令和５年度から「新しいまちづくり体制」がスタートします！

謙信公銅像 

新たな体制これまでの体制 

市 

(支所)

ｺﾐｭﾆﾃｨ 

協議会 

令和４年度末で終了

地
域
委
員
会 

【地域づくり】 

 地域課題検討・実施 

諮 問

答 申

意 見

地域活動

団体代表

地域代表

学識経験者

区長会

各種団体、 

地域活動団体

など 

【協働によるまちづくり】

ｺﾐｭﾆﾃｨ活動

の推進 

連携

市 

(支所) 


